
 
平成 19 年 11 月８日 

各   位 
会 社 名 株 式 会 社 ヨ コ オ 
代表者名 代表取締役兼執行役員社長 徳 間 孝 之

（コード番号 6800 東証第１部） 
問合せ先 執 行役員管 理本部長 横 尾 健 司

（ＴＥＬ 03－3916－3111） 
 
 

平成 20 年３月期中間期及び通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年５月 11 日の平成 19 年３月期決算発表時に公表しました  

平成 20 年３月期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたし

ましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成 20 年３月期中間期の業績予想数値の修正 

(1) 連 結 
 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円

17,000  
百万円

1,270  
百万円 

1,270   
百万円

670  
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 16,600 720 690 350 
増   減   額（Ｂ－Ａ） △400 △550 △580 △320 
増       減       率（％） △2.4 △43.3 △45.7 △47.8 

（ご参考） 
前中間期（平成 18 年９月）実績 16,381 1,363 1,409 795 

 
(2) 個 別 
 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円

12,900  
百万円

560  
百万円 

760   
百万円

525  
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 12,500 300 420 350 
増   減   額（Ｂ－Ａ） △400 △260 △340 △175 
増       減       率（％） △3.1 △46.4 △44.7 △33.3 

（ご参考） 
前中間期（平成 18 年９月）実績 12,846 556 785 554 
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２．平成 20 年３月期通期の業績予想数値の修正 
(1) 連 結 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円

35,000  
百万円

2,800  
百万円 

2,800   
百万円

1,480  
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 33,300 1,500 1,500 750 
増   減   額（Ｂ－Ａ） △1,700 △1,300 △1,300 △730 
増       減       率（％） △4.9 △46.4 △46.4 △49.3 

（ご参考） 
前期（平成 19 年３月期）実績 32,885 2,320 2,444 1,389 

 
(2) 個 別 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円

27,000  
百万円

1,200  
百万円 

1,400   
百万円

900  
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 25,000 600 720 600 
増   減   額（Ｂ－Ａ） △2,000 △600 △680 △300 
増       減       率（％） △7.4 △50.0 △48.6 △33.3 

（ご参考） 
前期（平成 19 年３月期）実績 25,324 1,014 1,316 950 

 
３．修正の理由 

(1) 中間期 
売上高の減少は軽微でありますが、事業構成の大幅な変動、原材料価格高騰による原価率の

上昇、事業運営基盤強化施策の継続実施による支出の増加、ならびに８月以降の急激な円高 

基調による影響を受け、営業利益、経常利益および中間純利益が当初の業績予想値を大幅に 

下回る見込みとなりました。 
 

(2) 通期 
下期につきましては、売上高の拡大を見込んでおりましたが、引き続き厳しい事業環境に 

大きな変化はないとの予測に基づき、上記のとおり通期の業績予想を修正いたします。 
 
 

（注）本資料に記載の予想数値は、発表日現在入手可能な情報に基づき作成しております。実際の  

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 
 

以 上 


